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「誰もが安心して、子どもを生み育てることができる街」をめざして
こども家庭局長　森下  貴浩

　みなと元町タウン協議会の
皆様におかれましては、本市
の子ども・子育て支援にご理
解・ご協力をいただき、誠にあ
りがとうございます。
　子どもの健やかな育ちや育
児不安の解消、子育て世代の
経済的負担の軽減などのた
め、こども家庭局では、妊娠・
出産・子育てにおける「切れ目
のない支援」のさらなる充実
と、「子育てしやすい環境の
整備」を進め、誰もが安心して、
子どもを生み育てることがで
きる街の実現を目指し、様々
な施策に取り組んでいます。

・こども家庭局の取り組み
待機児童解消に向けた取り組み
　神戸市では、過去５年間で約5,000人分の保育定員の拡大を行
い、平成31年４月の待機児童は217人となり、昨年度より減少したも
のの、依然として待機児童が生じています。そこで今年度、新たに約
1,200人分の保育定員を拡大するため、パーク＆ライド型保育所や
保育送迎ステーションの整備など新たな保育定員確保対策に取り
組んでいます。
　また、中央区では、本市初となる公園を活用した保育施設の整備を
行います。（中央区：王子南公園・生田川公園、東灘区：石屋川公園）
　さらに、こうした保育定員の拡大と併せて、保育人材確保のため、
新卒保育士に対する一時金の給付や宿舎借り上げ支援、奨学金の
返還支援を実施するとともに、ICT機器の導入による業務負担の軽
減など、保育の現場で働く方々の処遇改善・環境改善に取り組んで
います。

子育て支援拠点の整備
　あわせて、家庭における子育てに対する支援として、子育ての孤
立感、負担感の解消を図るため、親子が集まれる子育て支援の拠点
を整備しています。
　今年８月に、兵庫区役所の新庁舎内において、子育て中の親子が
気軽に集い、子育て相談や情報提供の場となる「おやこふらっとひ
ろば」を開設しました。今後も各区役所庁舎等を活用し、令和４年
度中には全ての区に開設する予定です。
　また、総合児童センターの移転・再整備にむけて取り組みを進
めるとともに、学齢前の子どもたちが室内で安全に思いっきり遊
べる「こべっこあそびひろば」を今年７月に北区の岡場駅前に設置

しました。ひろばには、すべり台などの大型遊具等を設置し、遊びを
通じて、子どもたちの体力・知力の向上を図っています。
　こうした新たな取り組みのほか、神戸市子育
て応援サイト「ママフレ」では、子育て世帯を対
象にした行政サービスを簡単に検索できるよう
にするなど、子育てをする方々がニーズに応じて、
様 な々施策を利用できるよう取り組んでいます。

・元町地域との連携
子育て支援拠点・小規模保育所等
　神戸市では、大学等に乳幼児が自由に遊べるスペースを設け、子育て
支援の場を提供しています。元町周辺においても、商店街のご協力のも
と、元町通６丁目商店街の店舗スペースを活用して、「子育て支援セン
ター・ときわんモトロク」を神戸常磐大学が運営しています。
　また、平成30年４月には、同じく元町商店街の店舗スペースを活
用して、０～２歳の子どもを預かる小規模保育事業所「元町はっと
保育園」を開設しています。
　さらに、元町周辺には、企業が設置する「企業主導型保育事業所」
が多く開設されているなど、本市の子育て支援に積極的にご協力い
ただいています。

オレンジリボンウォーク
　毎年11月は「児童虐待防止推進月間」であり、シンボルマークで
あるオレンジリボンを広く周知するとともに、市民の方 に々児童虐待
の防止・早期発見を呼びかけるため「オレンジリボンキャンペーン」
を実施しております。キャンペーンでは、親子で楽しめるイベントや
シンボル施設のライトアップなど様 な々取り組みを行っています。そ
の中で、平成28年度から「オレンジリボンウォーク」と題して、三宮
センター街から元町商店街を通って、ステージイベントを行っている
ハーバーランドまで、オレンジ色のＴシャツや風船などを持って親子
が歩くイベントを実施しています。その際、商店街の方 に々は店頭で
の応援や街頭啓発にご協力いただいています。

　改めて、元町商店街をはじめとした地域の方 の々ご協力に感謝申し
上げるとともに、今後も、地域の方 の々ご協力をいただきながら、子ど
もたちが健やかに育まれるようきめ細かな施策を推進していきます。

　最後になりましたが、みなと元町タウン協議会の皆様のご活躍と
ご発展を心から祈念いたしますとともに、引き続き、神戸市の子育て
支援施策へのご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。
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◇元町１番街商店街振興組合　℡３３１－７８５０

水曜市　９月１８日（水）１１時～１９時

◇元町６丁目商店街振興組合　℡３６７－５４７７

モトロク市　９月１４日（土）１１時～１７時

◇凮月堂ホール（有料）　℡３２１－５５５５

もとまち寄席「恋雅亭」　９月１０日（火）

　桂　二 乗　　  笑福亭 喬若 　 桂　宗助 

　笑福亭 枝鶴　  林家　染二 　  笑福亭 仁智

     前売券は８月11日より凮月堂で発売

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３

２０１９年４月より休館中（改修工事の為）

◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６

８月３１日（土）～９月６日（金）

　『ヒロシマ ナガサキ 最後の二重被爆者』

　『1人のダンス』

　８月３１日（土）～９月１３日（金）

　　『ザ・ネゴシエーション』・『さよなら、退屈なレオニー』

　９月７日（土）～９月１３日（金）

　　『五億円のじんせい』・『みぽりん』

　９月７日（土）～９月２７日（金）

　　『米軍（アメリカ）が最も恐れた男 カメジロー 不屈の生涯 』

　９月１４日（土）～９月２０日（金）

　　劇場版『ムーミン谷の彗星 』パペット・アニメーション

　『山懐に抱かれて』・『浜辺のゲーム』

　　『TOURISM』・『歯まん』

　９月２１日（土）～９月２７日（金）

　　『顔たち、ところどころ』・『かもめ食堂』

　　『SUMMER OF 84』・『天然☆生活』

　９月２８日（土）～１０月４日（金）『こども食堂にて』

　９月２８日（土）～１０月１１日（金）『サタンタンゴ｠』

船
井
弘
文
堂
②

書
店
の
話
(26)

　栄町通まちづくり委員会は８月９日（金）
１０時から１０時３０分まで、栄町通を中心
に、ゴミ拾いと不法ビラ撤去、自転車・バイ
クなどへの不法駐輪警告チラシ取り付け
作業など、栄町通クリーン大作戦を実施し
た。参加者は、（元栄海３丁目協和会）奈良
山喬一、（神戸市）川口雄也、（㈱広島銀行）
原晃太郎、（兵庫県信用組合）宮本善弘・田
中翔平・長濱孝明・杉浦早紀、（神明倉庫株
式会社）藤尾憲弘、十時実希、（佐野運輸
㈱）北島幸宏・末松明、（三鈴マシナリー）
安本真、（走水神社）兒嶋英毅、（新光明飾
㈱）西村友博・篠原博明・大森貴美子、（佐
田野不動産㈱）佐田野宏之以上、１７名の
みなさんでした。毎月第２金曜日午前１０時、
栄町通６丁目佐田野不動産前集合の上、
実施しています。お気軽にご参加ください。
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平野義昌

　清水三十六（山本周五郎）がわずか5ヵ月で神戸
を離れた理由、第一は1924（大正13）年1月「須磨
寺夫人」の渡米だ。夫の帰国準備のためである。一
家は同年秋に須磨に戻る。三十六には夫人がいて
こその神戸だ。夫人への思いがいくらプラトニック
でも、下宿に区切りをつけるべきと考えた。周五郎
の妻・きん（2番目の妻、46[昭和21]年結婚）が語る。
〈……なんでも船乗りのご主人が陸上勤務になら
れたのを機に、若い文学青年みたいのが、ごろごろ
しているのではまずいというので、また東京へ舞い
もどってきたんだよ、と、主人は話していました。〉註1
　第二は、三十六が関西の人情や生活に今一つなじ
めなかったこと、それに東京への郷愁だろう。小説と
はいえ「夜の神戸社」社長夫妻を戯画化し、醜悪に描
いていることからも察せられる。木村久邇典は周五
郎作品から上方観・江戸慕情を読み取る。註2
　たとえば「おさん」。大工の参太は女房おさんの
不貞を疑い、逃げるように上方修業に出る。仕事は
評価された。生活にも慣れた。このまま根を下ろそ
うかと思うが、2年目には落ち着かなくなる。
〈……魚も野菜も慥かにうまいし、料理のしかたも
あっさりと凝っている。だがおれは、鯛の刺身より
鰯や秋刀魚の塩焼のほうが恋しくなった。酒だっ
て江戸のあっさりしたほうが口に合うし、初めはや
さしいと思った女にしても、馴れてみればべたべた
した感じで、江戸の女のさらっとした肌合にはかな
わない。おまけに仕事の交渉の面倒なことだ。〉註3
　弟分からの手紙で親方の没落とおさんの浮気
を知る。おさんのことが哀れに思えてくる。
〈……おれの気持はぐらつきだした。自分が上方へ
来たのは、厄のがれをしたようなもので、その代り
におさんが独りで厄を背負った、というふうな感じ
がし始めたのだ。江戸が恋しいのとおさんをどうか
してやりたいという気持が、結局こうしておれを帰
すことになった。〉註3
　第三は、関西で筆一本の生活ができるかどうか
だ。「夜の神戸社」の仕事はジャーナリズムからあま
りにかけ離れていた。
〈……山本が短期間の関西生活で東京に帰ったのは、
大震災後の文学的新天地を関西に求めたつもりだっ
たのが、存外、関東の立ち直りが早く、一時は東京か
ら大阪へ移転を噂された雑誌出版社も、ほとんどが
東京に踏み止まって営業を再開するという成り行き
に、いち早く反応したためと思われる。半年未満の上
方生活で、山本は関西でのジャーナリズムが、日本の
中心となる可能性の少ないのを、すぐれた触角で感
じ取ってしまったのであろう。〉註2
　東京は関東大震災で壊滅的被害を受けたが、
少しずつ確実に復興した。出版界では、23（大正
12）年1月に創刊した「文藝春秋」が継続していた。
24（大正13）年1月に「文藝戦線」（文藝戦線社、青
野季吉らプロレタリア文学）創刊、10月「文藝時代」
（金星堂、川端康成ら新感覚派）創刊、25（大正14）
年1月大衆娯楽雑誌「キング」（大日本雄弁会講談
社）創刊など、作家たちの活躍の場が広がる。
　一方、大阪では印刷、製本、流通などが整わなかっ
た。プラトン社は25年に自社印刷工場を建設したも
のの、翌年には編集部を東京に移している。註4
　帰京した三十六は迷いなく作家を目指す。雑誌

社「日本魂社」の記者を勤めながら文章修行だ。か
つて勤めた質屋「きねや」は仮店舗で再開していた
が、繁忙期に手伝うくらいだった。
　26（大正15）年、「文藝春秋」4月号に周五郎の
「須磨寺附近」が掲載される。同じ号には、泉鏡花、
有島武郎、正宗白鳥ら文壇大物の名が並ぶが、周
五郎作品は同誌の懸賞小説応募作だ。佳作4篇が
毎号順番に掲載された（賞金200円は4人に50円
ずつ配分）。社主で編集長・菊池寛の全体評は、
「感激した作品もなく、今日の新進作家の水準を抜
くものも見当らない――」と厳しい。新聞文芸欄も
「須磨寺附近」を評価しなかった。註2
　同年、周五郎は「演劇新潮」（新潮社）の脚本募
集にも当選するが、作家としての自立はまだまだで
ある。失業あり病あり、貧困生活に耐えなければな
らなかった。略年譜を見ると、転機は30（昭和5）年。
すぐれた編集者・文壇仲間に出会い、結婚もした
（最初の妻・きよい、45[昭和20]年にガンで死去）。
純文学から娯楽小説に進出し、翌31（昭和6）年か
ら雑誌掲載が増えてくる。註2
　山本周五郎と神戸の関係は途絶えるが、研究者
はいた。私が本稿でずっと頼りにしている足立巻一
と宮崎修二朗だ。足立は「夜の神戸社」社長を、宮
崎は「須磨寺夫人」を探し出した。
　前回私は、宮崎の新聞コラムに読者から情報が
あり「須磨寺夫人」インタビュー実現、と紹介した。
宮崎自身の回想では経緯が違うので訂正する。宮
崎が宝塚の公民館で講演したところ好評で勉強
会を継続、受講者に「須磨寺夫人」から茶道を習う
人がいて紹介してもらった、ということだ。註5
　足立は周五郎作品に親しんでいたが、「須磨寺附
近」は未読だった。周五郎死後だいぶ経ってから、他
の作家に教えられ読んだ。周五郎自身が幼稚な作品
と言い、単行本にも全集にも入れなかったためだ。
〈昭和四十八年六月二十四日、東京から文芸評論家
尾崎秀樹さんが学研版『日本現代文学アルバム』第
十一巻山本周五郎篇の取材のために来て、須磨寺を
案内してほしいといわれた。そのとき、「文藝春秋」の
「須磨寺附近」のコピーをもらい、はじめて読んで驚い
た。作者は幼稚だというけれど、文体は確立され、女
性の像の造形が巧妙で、しかも周五郎文学の特質
である理想主義がすでにあらわれている。〉註6
　73（昭和48）年、須磨寺塔頭正覚院・三浦真厳
副住職（当時）が足立の随筆から「須磨寺附近」を
知った。三浦は周五郎作品を読み込み、須磨寺関
係者として偉大な作家の処女作が無名であること
を残念に思った。81（昭和56）年、足立のカル
チャーセンター講義に三浦が参加したのが二人の
初対面。84（昭和59）年は真言宗と須磨寺の記念
の年。弘法大師1050年御遠忌、須磨寺開創1000
年、平敦盛卿800年遠忌を迎え、三重塔再建計画
があった。三浦はさらに周五郎文学碑を企画した。
　83（昭和58）年に足立は三浦の相談を受けて猛
反対。「文学碑は周五郎の心にそうものではない」
と説得した。周五郎は文学賞受賞を断わり続けた
人物、陸軍の報道班員就任（従軍）を拒否した硬骨
漢、「曲軒」とあだ名されたへそ曲がり・頑固者だ。
色紙もほとんど書かない。文学碑など壊す、と言っ
て憚らなかった。だが、三浦の意思は堅い。足立が
周五郎と縁の深い新潮社幹部に相談したところ、

賛成ではないが、既に3ヵ所に文学碑があり止める
権利はない、遺族に迷惑がかかることだけは絶対
やめてほしい、という回答だった。
〈わたしは、観光宣伝の目的でなく、周五郎文学に心
酔してその精神を純粋に世に伝えたいのならば、方々
から寄付集めしたり派手にはやし立てたりせず、真厳
師一個の悲願として建立してほしい、と望んだ。〉註6
　足立は文学碑に刻む文章を推薦した。67（昭和
42）年周五郎死去後まもなく、横浜の自宅を弔問、
きん夫人から2枚の半紙を見せられた。1枚は夫人
に宛てた感謝のことば、もう1枚は、「貧困と病気と
絶望に沈んでゐる人たちのために幸ひと安息の恵
まれるように　周五郎」という文だった。
〈……書かれたのはおそらく死の直前で、周五郎は
そのとき死を自覚し、遺言のつもりで書いたのでは
ないか。わたしは深く感動した。そして、それを文学
碑に刻むことを主張した。これなら周五郎も許して
くれそうに思えたからである。〉註6
　84年4月7日文学碑除幕式。制作は彫刻家・速水
史朗、仙台産の自然石「泥かぶり」（7トン）を切断し
て磨き上げた。一つに周五郎の直筆文「貧困と病
気と絶望～」を刻む。二つめには「須磨寺附近」の
一節「須磨は秋であった。（後略）」（三浦・筆）。三つ
めが「須磨寺附近」と建立の経緯を説明した碑（三
浦・筆、足立・文）である。写真
〈……「泥かぶり」はその俗称のように表面は褐色
で素朴だが、内面は磨けば美しい黒色となる。石全
体を周五郎の魂と見立て、その内面に真髄のこと
ばを刻み、少し離して立てた。わたしはこの設計を
実に卓抜なものだと思う。全国の文学碑をかなり
見たが、独創的な点で第一級のものと信じる。〉註6
　1995（平成7）年1月17日の阪神淡路大震災で須
磨寺も甚大な被害を受けた。「須磨寺附近」で康子
が清三に「人生の目的」を問うた場所「朱い山門」
も壊れた。同寺の年表を見ると、火事、戦乱、自然
災害のたびに復興してきた。この須磨で周五郎は
「幸ひと安息」を得ただろう。不遇の時代を糧にし
て、読者に「幸ひと安息」を与え続けている。私は周
五郎にふさわしい場所と碑であると思う。

註1　清水きん『夫 山本周五郎』福武文庫、1988年
註2　木村久邇典『山本周五郎　青春時代』　福武文庫、
1990年
註3　「おさん」『山本周五郎全集』第29巻（新潮社、1982年）
所収。初出は「オール読物」1961年2月号。
註4　小野高裕「プラトン社の興亡」吉川登編『近代大阪の出
版』創元社、2010年
註5　今村欣史『触媒のうた　宮崎収二郎翁の文学史秘話』
神戸新聞総合出版センター、2017年
註6　足立巻一「山本周五郎『須磨寺附近』文学碑」『須磨寺
と山本周五郎』（大本山須磨寺塔頭正覚院、1994年）所収。
初出は「山陽ニュース」（山陽電鉄編、山陽ニュース社発行、
1984年5月号、6月号）

山本周五郎5ヵ月の神戸（3）

出来事ファイル

　神戸元町ミュージックウイーク実行委員会は、無料招待する３つのコンサートを発表した。
観賞ご希望の方は、９月５日（木）までに往復はがきで〒650-0022神戸市中央区元町通３
丁目１３－１協和会館内（Ａ）は「９/２８主催コンサート」係　（Ｂ）は「９/２９チャリテイコン
サート」係　（Ｃ）１０/１コンサート」係あて明記の上、申し込みを。詳しくは、同委員会事務局
（０７８－３９１－８４４８）まで。

■第２２回神戸元町ミュージックウイーク開催
　７月２３日（火）、元町商店街は３８回目に
なる「元町夜市」を開催した。各丁の振興組
合では，訪れる人たちに楽しんでもらおうと、
射的、ビンゴゲームのほかジャズなどいろい
ろな舞台を企画。中でも３丁目振興組合の、
恒例になったこうべ小学校６年生の和太鼓
演奏は、早くからつめかけた父兄らに囲ま
れ、小学生最後の音色を力いっぱい夜空に
ひびかせていた。

■元町夜市

　兵庫県はＪＲ元町駅北側地域の集客力を
高めるため、昨年７月、再整備方針を公表した。
県庁舎を防災拠点として再整備するほか、同
駅を商業施設と一体化、駅北側に高級ホテル
などを誘導する計画。１９年度に基本計画の
策定予定で、新庁舎整備室を新設、計画を検
討する「新庁舎企画課」と技術的な面を担当
する「新庁舎整備課」を設けることに。
（神戸新聞・平成３１年３月２８日）

■兵庫県 新庁舎整備室設置
　利用される機会が稀な栄町通の街灯
にバナーがとりつけられることがきまっ
た。神戸では御崎公園球技場で開催さ
れる「ラグビーワールドカップ２０１９」の
もので、黄色、ブルー、赤、紫の４色があ
る。黄色とブルーは「４年に一度じゃない。
一生に一度だ」
のタイトルで全
面同じデザイ
ン。赤と紫のデ
ザインはそれぞ
れ異なる。９月
中旬から１０月
１０日ごろまで
に取り付けの
予定。

■栄町通にバナー

■元兵庫県令・神田孝平を偲ぶ会開催
　去る本年7月6日、神田孝平公の出身地である岐阜県垂井町岩手地区において、昨
年に引き続き地元関係団体等の主催により「偲ぶ会」が開催されました。
先ず、同地区内の神田孝平公顕彰碑の碑前において地元県議会議員、垂井町長等の
来賓および地元の皆さんが公の遺徳を偲んで献花をしました。
次いで、同町タルイピアセンターの原田義久学芸員が逸話を紹介しました。

■神戸駅東地区クリーン作戦
　第１水曜日の８月７日、神戸駅東地域
クリーン作戦を実施した。参加したのは奈
良山会長以下エスタシオン・デ・神戸のみ
なさん、ネッツトヨタ兵庫㈱従業員のみな
さんのほか、元町通７丁目自治会からも
地元道路清掃のため２名が参加した。

□読者プレゼント

　江戸時代初期の１６１９年、明石に城が築か
れ、藩領の村々では農業用水などの生活インフ
ラを整備、幕末維新を経て明治中期には鉄道
が開通、明石は新しい時代を迎えます。本展で
は４００年の歴史を伝える古文書や絵図・地図
に加え、初代明石藩主小笠原忠政（忠真）の甲
冑や、旧明石藩士ゆかりの甲冑・刀などを展示、
明石の４００年を紹介します。
鑑賞ご希望の方は、
住所、氏名、年齢、本
紙へのひと言を添え
て編集部まで。先着
順で５組の方にペア
招待券をお送りします。
期間：
９月１４日（土）
　～１０月２０日（日）
会場：
明石市立文化博物館
（078-918-5400）

特別企画展「城と明石の４００年」

（Ａ）「元町でショパンと出逢う昼下がり」　ペア２００組招待
　　ピアノ・岡田　将　ご案内・追中宏美
　　９月２８日（土）兵庫県公館　１４時開演　
　　フレデリック・ショパン作曲　ポロネーズ 第６番 変イ長調 作品５３「英雄」
　　  バラード第１番 ト短調 作品２３　ピアノ・ソナタ 第３番 ロ短調 作品５８ほか

（Ｂ）「ポーランド国交樹立１００周年を記念して」　ペア９０組招待
　　ライツ室内管弦楽団チェンバー・プレイヤーズ
　　９月２９日（日）凮月堂ホール　１５時開演
　　  『雨だれ』『ノクターン』：Ｆ.ショパン　『乙女の祈り』：Ｔ．バジャレフスカほか
　　  歌い継ぎたい「平成の名曲」（リクエスト募集中）

（Ｃ）神戸ゆかりの音楽家３人によるまちなかコンサート　ペア９０組招待
　　鈴木優人　白井　圭　伝田正則　
　　　　１０月１日（火）凮月堂ホール　１８時３０分開演
　　　　　ベートーヴェン：ピアノ三重奏曲　モーツアルト：ヴァイオリン・ソナタ
　　　　　一柳  慧：シーンズ

神田孝平公がペリー来航を契機として、
漢学から洋学へと学問の方向を切り替
えたこと。
兵庫県令時代に提案した「愚見十二條」
から、神田孝平公が当時としてはかな
り先進的かつ民主主義的な思想の持
ち主であったことが分かること。
関西大学の博物館に収蔵された本山
毎日新聞社社長の考古学資料には、神
田孝平公の収集資料がかなり含まれ
ていること。（早瀬正敏）

①

②

③

公演中の原田学芸員（写真提供：岩田久男）公演中の原田学芸員（写真提供：岩田久男）

エスタシオン・デ・神戸と元町７丁目自治会チームのみなさんエスタシオン・デ・神戸と元町７丁目自治会チームのみなさん

ネッツトヨタ兵庫㈱のみなさんネッツトヨタ兵庫㈱のみなさん

山本周五郎文学碑（須磨寺正覚院）。
左の石の反対面に周五郎直筆文が刻まれている。

山本周五郎文学碑（須磨寺正覚院）。
左の石の反対面に周五郎直筆文が刻まれている。

主催コンサートに
出演する
岡田 将さん

主催コンサートに
出演する
岡田 将さん

碁石威伊予札萌黄糸
威段替丸胴具足（広寿山福聚寺所蔵、
北九州市立自然史・歴史博物館寄託）

碁石威伊予札萌黄糸
威段替丸胴具足（広寿山福聚寺所蔵、
北九州市立自然史・歴史博物館寄託）

（№19−９）海という名の本屋が消えた（70）
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